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学校番号 3005 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅲ 2 
第３学年 

（工学系） 

Viva! English Communication 

Ⅲ（第一学習社） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅲの授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４技能の力をつける

授業です。そのため、聞いたり読んだりしたことを基に情報や考えなどについて話したり書いたりする言語活動を多く

行います。授業では積極的に活動に参加しましょう。 

・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションでどのように使われるか、ということを意識して学習するこ

とが大切です。常に「英語を使う」ということを意識して学習しましょう。 

・音読は外国語学習の中でとても大切な練習の一つです。英語のリズムやイントネーションに気をつけ、聞いている人に

きちんと伝わるような音読を心がけましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：自由選択「（学）英語演習 B」（1 単位）及び「コミュニケーション英語Ⅲ」（２

単位）及び「英語表現Ⅱ」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

前もって準備し

た上で身近なこ

とについて簡単

なやりとりをし

たり、自分のこと

について述べる

ことができる。 

 

 

ｺﾐｭ英Ⅲ 

英語表現Ⅱ 

英語演習 B 

自分の考

えや気持

ちを伝え

る等の活

動の観察 

簡単な語や基礎的な

表現を用いて複数

の文を書くことが

できる。 

ｺﾐｭ英Ⅲ 

英語表現Ⅱ 

英語演習 B 

 

定期考査 

 

ゆっくり話しても

らえば、身近な

ことに関する話

や指示を理解す

ることができ

る。 

ｺﾐｭ英Ⅲ 

英語表現Ⅱ 

英語演習 B 

 

Ｃ Ｄ を 聞

い て リ ピ

ー テ ィ ン

グ、ペアリ

ー デ ィ ン

グ 等 の 活

動の観察 

基本的な語句

や表現から

構成される

英文を文法

事項などの

知識も活用

して内容を

的確に読み

取り音読す

ることがで

きる。 

ｺﾐｭ英Ⅲ 

英語表現Ⅱ 

英語演習 B 

 

定期考査 

音読チェ

ック 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動  

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson １ 

Sara Is 

Flying 

Far! 

（4 時間） 

スキージャンプ

の高梨沙羅選手

の来歴と、彼女

の活躍を読み取

らせる。 

 

最上級の意味を

表す比較表現を

理解し、文を作

ることができ

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する。 

・読んだことに基づき、

自分の将来の夢につ

いて話す。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の将来の夢に

ついて伝え合う。 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する

ことができる。 

・読んだことに基づ

き、自分の将来の夢

について話すこと

ができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

（テスト時は、１クラ

スに教員２人を配

置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Lesson 2 

Proverbs 

in English 

and 

Japanese 

（４時間） 

日英のことわざ

とその意味、使

われている国や

地域の文化がど

のように反映さ

れているかを読

み取らせる。 

 

（命令文＋and/ 

or…）を理解し、

文を作ることが

できる。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する。 

・読んだことに基づき、

自分の将来の夢につ

いて話す。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の将来の夢に

ついて伝え合う。 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する

ことができる。 

・読んだことに基づ

き、自分の将来の夢

について話すこと

ができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

（テスト時は、１クラ

スに教員２人を配

置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 
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Lesson 3 

Dogs 

Can’t 

Stand 

That… 

（４時間） 

動物の心理につ

いて、ポスター

形式の英文を読

み取らせる。 

 

助動詞使った文

の受動態を理解

し、文を作るこ

とができる。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する。 

・読んだことに基づき、

自分の将来の夢につ

いて話す。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の将来の夢に

ついて伝え合う。 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する

ことができる。 

・読んだことに基づ

き、自分の将来の夢

について話すこと

ができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

（テスト時は、１クラ

スに教員２人を配

置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Lesson 4 

Where Is 

Our Hotel? 

（４時間） 

外国人向けの地

図記号の概要

と，日本人向

けの地図記号

がなぜ外国人

にわかりにく

いかを読み取

らせる。 

to-不定詞の副

詞用法（形容詞

が示す範囲を限

定）を理解し，

文を作ることが

できる。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する。 

・読んだことに基づき、

自分の将来の夢につ

いて話す。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の将来の夢に

ついて伝え合う。 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する

ことができる。 

・読んだことに基づ

き、自分の将来の夢

について話すこと

ができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

（テスト時は、１クラ

スに教員２人を配

置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 
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Lesson 5 

The Fox and 

the Grapes 

（４時間） 

イソップ童話か

ら生まれた慣用

句と，日常生活

でその慣用句が

使用される例を

読み取らせる。 

関 係 代 名 詞

what を理解し，

文を作ることが

できる。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する。 

・読んだことに基づき、

自分の将来の夢につ

いて話す。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の将来の夢に

ついて伝え合う。 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する

ことができる。 

・読んだことに基づ

き、自分の将来の夢

について話すこと

ができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

（テスト時は、１クラ

スに教員２人を配

置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Lesson 6 

“Donail”

ー  ― to 

Protect 

Endangered 

Animals 

（４時間） 

Donail キャン

ペーンの概要

と，その意義

と救うべき野

生動物の実態

を読み取らせ

る。 

〈have＋O＋過

去分詞〉（使役・

被害）を理解し，

文を作ることが

できる。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する。 

・読んだことに基づき、

自分の将来の夢につ

いて話す。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の将来の夢に

ついて伝え合う。 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する

ことができる。 

・読んだことに基づ

き、自分の将来の夢

について話すこと

ができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

（テスト時は、１クラ

スに教員２人を配

置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 
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Lesson 7 

Can AI Go 

Beyond 

Humans? 

（４時間） 

 

 

「AlphaGo」の

概要と功績，

AI の可能性

について読み

取らせる。 

関係副詞を理解

し，文を作るこ

とができる。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する。 

・読んだことに基づき、

自分の将来の夢につ

いて話す。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の将来の夢に

ついて伝え合う。 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する

ことができる。 

・読んだことに基づ

き、自分の将来の夢

について話すこと

ができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

（テスト時は、１クラ

スに教員２人を配

置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Lesson 8 

Happy 

Halloween 

in Japan 

（４時間） 

日本に伝播した

ハロウィン文

化と，ごみ問

題への対策を

読 み 取 ら せ

る。 

〈知覚動詞＋O

＋動詞の原形〉

を理解し，文を

作ることができ

る。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する。 

・読んだことに基づき、

自分の将来の夢につ

いて話す。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の将来の夢に

ついて伝え合う。 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する

ことができる。 

・読んだことに基づ

き、自分の将来の夢

について話すこと

ができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

（テスト時は、１クラ

スに教員２人を配

置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解している。 

・ 言語の使用場面

と働きを意識し

た定期テストの

筆記テストにお

いて、知識が身に

付いているかを

判断する。 
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Lesson 9 

Cool 

Passports 

（４時間） 

偽造を防ぐため

に各国がパス

ポートに施す

意匠について

読 み 取 ら せ

る。 

関係代名詞の非

制限用法を理解

し，文を作るこ

とができる。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する。 

・読んだことに基づき、

自分の将来の夢につ

いて話す。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の将来の夢に

ついて伝え合う。 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する

ことができる。 

・読んだことに基づ

き、自分の将来の夢

について話すこと

ができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

（テスト時は、１クラ

スに教員２人を配

置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Lesson 10 

“I Will 

Think 

about 

It.” 

（４時間） 

日本人と外国人

の申し出や依

頼の断り方の

違いについて

読 み 取 ら せ

る。 

〈S＋V＋O（＝

it）＋C＋to-不定

詞〉（形式目的

語）を理解し，

文を作ることが

できる。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する。 

・読んだことに基づき、

自分の将来の夢につ

いて話す。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の将来の夢に

ついて伝え合う。 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する

ことができる。 

・読んだことに基づ

き、自分の将来の夢

について話すこと

ができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

（テスト時は、１クラ

スに教員２人を配

置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 
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Lesson 11 

Welcome to 

Space 

Hotel! 

（４時間） 

 

 

宇宙ホテルの概

要について読

み取らせる。 

前置詞と to-不

定詞を理解し，

文を作ることが

できる。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する。 

・読んだことに基づき、

自分の将来の夢につ

いて話す。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の将来の夢に

ついて伝え合う。 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する

ことができる。 

・読んだことに基づ

き、自分の将来の夢

について話すこと

ができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

（テスト時は、１クラ

スに教員２人を配

置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Lesson 12 

Nagako 

Aquarium 

（４時間） 

 

 

長高水族館の概

要と，水族館部

員の活躍を読み

取らせる。 

 

省略を理解し，

文を作ることが

できる。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する。 

・読んだことに基づき、

自分の将来の夢につ

いて話す。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の将来の夢に

ついて伝え合う。 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する

ことができる。 

・読んだことに基づ

き、自分の将来の夢

について話すこと

ができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

（テスト時は、１クラ

スに教員２人を配

置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 
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Lesson 13 

A Young Man 

who Built a 

Village 

（４時間） 

 

 

貧困に苦しむホ

ンジュ ラス

の人々と，藤

山さん の活

動内容 につ

いて読 み取

らせる。 

〈使役動詞＋O

＋動詞の原形〉

を理解し，文を

作ることができ

る。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する。 

・読んだことに基づき、

自分の将来の夢につ

いて話す。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の将来の夢に

ついて伝え合う。 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する

ことができる。 

・読んだことに基づ

き、自分の将来の夢

について話すこと

ができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

（テスト時は、１クラ

スに教員２人を配

置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Lesson 14 

Harriet 

Tubmanーー 

the 

Conductor 

in the 

Underground 

Railroad 

（４時間） 

 

 

タブマンさんの

活動と，彼女

が紙幣 の肖

像に選 ばれ

た経緯 を読

み取らせる。 

分詞構文を理解

し，文を作るこ

とができる。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する。 

・読んだことに基づき、

自分の将来の夢につ

いて話す。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の将来の夢に

ついて伝え合う。 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する

ことができる。 

・読んだことに基づ

き、自分の将来の夢

について話すこと

ができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

（テスト時は、１クラ

スに教員２人を配

置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 
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Lesson 15 

Six 

Thousand 

Visas for 

Life 

（４時間） 

 

 

杉原氏の活動

と，30 周忌の

セレモニーの

様子について

読 み 取 ら せ

る。 

過去完了／過去

完了進行形を理

解し，文を作る

ことができる。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する。 

・読んだことに基づき、

自分の将来の夢につ

いて話す。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の将来の夢に

ついて伝え合う。 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する

ことができる。 

・読んだことに基づ

き、自分の将来の夢

について話すこと

ができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

（テスト時は、１クラ

スに教員２人を配

置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Lesson 16 

The Report 

From  

Nishino- 

shima 

（４時間） 

 

 

西之島の特徴と

地学的意義を読

み取らせる。 

無生物主語構文

を理解し，文を

作ることができ

る。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する。 

・読んだことに基づき、

自分の将来の夢につ

いて話す。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の将来の夢に

ついて伝え合う。 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する

ことができる。 

・読んだことに基づ

き、自分の将来の夢

について話すこと

ができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

（テスト時は、１クラ

スに教員２人を配

置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 



10 

 

 

 

 

Lesson 17 

The 

Floating 

Shrine on 

The Sea 

（４時間） 

 

 

厳島神社の建築

様式と歴史に

ついて，パン

フレット形式

で読み取らせ

る。 

過去分詞ではじ

まる分詞構文を

理解し，文を作

ることができ

る。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する。 

・読んだことに基づき、

自分の将来の夢につ

いて話す。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の将来の夢に

ついて伝え合う。 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する

ことができる。 

・読んだことに基づ

き、自分の将来の夢

について話すこと

ができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

（テスト時は、１クラ

スに教員２人を配

置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Lesson 18 

Fish 

Cleaning 

Stations 

（４時間） 

 

 

海の生き物の共

生関係について

読み取らせる。 

付帯状況を表す

with を理解し，

文を作ることが

できる。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する。 

・読んだことに基づき、

自分の将来の夢につ

いて話す。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の将来の夢に

ついて伝え合う。 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する

ことができる。 

・読んだことに基づ

き、自分の将来の夢

について話すこと

ができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

（テスト時は、１クラ

スに教員２人を配

置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 
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Lesson 19 

The Scan 

Pyramid 

Project 

（４時間） 

 

 

スキャンピラミ

ッドプロジェ

クトの概要と

成果を読み取

らせる。 

〈be-動詞＋形

容詞＋疑問詞節

[if / whether-

節]〉を理解し，

文を作ることが

できる。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する。 

・読んだことに基づき、

自分の将来の夢につ

いて話す。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の将来の夢に

ついて伝え合う。 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する

ことができる。 

・読んだことに基づ

き、自分の将来の夢

について話すこと

ができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

（テスト時は、１クラ

スに教員２人を配

置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Lesson 20 

Chance 

Favors the 

Prepared 

Mind 

（４時間） 

 

 

大村智博士の来

歴，研究成果と

ものの考え方を

読み取らせる。 

They say that 

…の受動態を理

解し，文を作る

ことができる。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する。 

・読んだことに基づき、

自分の将来の夢につ

いて話す。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の将来の夢に

ついて伝え合う。 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する

ことができる。 

・読んだことに基づ

き、自分の将来の夢

について話すこと

ができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

（テスト時は、１クラ

スに教員２人を配

置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 
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Reading 

The Start 

Of Our Own 

Moral 

Awakening 

（４時間） 

 

 

既習の言語材料

に関する知識を

使いながら，長

めのスピーチを

読ませて，その

概要を読み取ら

せるとともに，

英文読解の楽し

さを体験させ

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する。 

・読んだことに基づき、

自分の将来の夢につ

いて話す。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の将来の夢に

ついて伝え合う。 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する

ことができる。 

・読んだことに基づ

き、自分の将来の夢

について話すこと

ができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

（テスト時は、１クラ

スに教員２人を配

置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 


